
北陸地域の気候は、盆地部を除くと、多雨多湿の日本海型気候に�

分類されます。平均して１年間に�２，�５�０�０�mmを越える雨が降り、全国�

平均の�１，�７�０�０�mmあまりを大きく上回っています�。なかでも、北アル�

プスなどの嶮しい山岳地帯では�４，�０�０�０�mm以上にも達しています。ま�

た、�この雨の量の約�３�０�％�が冬季の雪であることも北陸の特徴です�。�

糸魚川と静岡を結ぶ大構造線、いわゆるフォッサマグナの西側に�

は�３�，�０�０�０�mに及ぶ高峰が連なっています。また、火山地帯が広く分布�

し、その地質は脆く、弱いため、雨が降ると、山腹の崩壊、地すべ�

り、土石流などが発生するとともに、これらにより多量の土砂が河�

川に流れ込み、河床の上昇にともなう洪水流の氾濫などを引き起こ�

します。これらは、いずれも急激に、かつ巨大なエネルギーを持っ�

て下流のまちや農地を襲うため、人の命や生活基盤に直接関わる大�

きな被害をもたらすことが多くあります。また、土砂災害は、高齢�

化・過疎化が進み、いわゆる災害弱者の多い中山間地に多く発生す�

ることもひとつの特徴です�。�

さらに、北陸の厳しい自然環境は海岸部にも及びます。１�１�月頃か�

ら３月頃までの冬期間は、西高東低の気圧配置から生じる季節風が�

海風となって日本海側の沿岸部で吹き荒れて、しばしば高波が襲来�

し、被害をもたらします。�

北陸�の�特性�
―厳しい自然環境―�
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◆年間降水量分布�
（国土地理院発行　新版　日本国勢地図　Ｈ2）�

◆主要河川の勾配�（国内）�
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北陸の河川は、�信濃川や阿賀野川など比較的ゆった�り�と流れる大河川�

と、�嶮しい山岳地帯から一気に日本海に流れ下る黒部川�、�常願寺川、�手�取�

川など、�世界でも有数の急流河川にわけられます�。�

これら急流河川では�、�流路の延長が短く�、�山地から平地に出たところで�

典型的な扇状地を形成し、�しかも、�扇状地地形のまま、�海に注いでいます�。�

信濃川や阿賀野川、あるいは利根川などは、日本ではゆったりと流れ�

る大河の代表ですが、これら日本の大河川も、世界の大河と比較すれば�

いかに短く、急な流れであるかがよく分かります。�
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大波に洗われる堤防�


